
===========================名  船  発  掘 〈汽船〉

大瀬戸丸
クラス

〈主要目》鉄道連絡船、山陽鉄道所有、189総トン、垂線間長305

m、 幅82m、 主機三連成汽機 2基、2軸、最高速力82ノ ット、旅

害定員335名、1901年三菱長崎造船所建造、(データは大瀬戸丸)

関門海峡を結んだ最初の鉄道連絡船

門司lRlのポンツーンに横付けした大瀬戸丸 (写真提供=小 林義秀)
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判

関

関
連
絡
船

の
思

い
出

太
平
洋
戦
争
が
始
ま

っ
て
ま
も
な
い
こ
ろ
、
と
に

進
れ
ら
れ
て
、
幼

い
妹
と

一
緒
に
関
関
連
絡
船
に
乗

っ
た
淡

い
記
憶
が
あ
る
。
■
時
、
私
は
小
学
■
。
父

母
の
生
家
が
あ
る
人
分
県
に
味
開
す
る
途
中
で
あ

っ

た
。
東
京
を
特
急

「富
士
」
で
発
ち
、
７
制
、
下
関

か
ら
連
絡
船
で
関
門
海
岐
を
波

っ
た
，

船
内
は
混
雑
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
遊
歩
甲
板
最

後
部
の
オ
ー
プ
ン
デ
ツ
キ
に
立

っ
て
、
海
峡
を
眺
め

な
が
ら
短

い
航
海
時
間
を
過
ご
し
た
．

日
を
閉
じ
る
と
浮
か
ん
で
く
る
昔
日
の
関
門
海
峡

は
、
停
油
し
て
い
る
た
く
さ
ん
の
大
き
な
術
と
、
そ

れ
ら
の
船
ぶ
ね
が
吐
き
出
す
加
で
上
↑
が
黒
く
染
ま

っ
て
い
る
映
像
で
あ
る
。
大
陸

へ
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
燃
料
炭
の
補
給
地
と
し
て
賑
わ

っ
て
い
た
こ
ろ

の
関
門
が
、
そ
こ
に
は
あ

っ
た
。

そ
し
て
連
絡
体
は
、
海
峡
を
埋
め
る
船
ぶ
ね
の
あ

い
だ
を
権
う
よ
う
に
し
て
門
司
側

へ
渡

っ
た
。
そ
れ

は
、
す

っ
き
り
と
し
た
現
在
の
関
門
海
峡
の
す
が
た

か
ら
は
想
像
も

つ
か
な

い
情
状
で
あ

っ
た
。

戦
後
、
束
京
に
帰
る
と
き
は
、
鉄
道
で
関
門
ト
ン

不ヽ
ル
を
抜
け
た
。
戦
時
下
に
開
通
し
た
関
門
ト
ン
ネ

ル
の
出
現
に
よ

っ
て
、
戦
後
の
関
門
連
絡
林
は
付
陽

の
航
路
と
化
し
た
。
私
た
ち
は
、
全
盛
期
の
関
門
航

路
の
最
後
の
時
期
に
乗
船
し
た
の
で
あ
る
ｃ
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山
陽
鉄
道
が
開
設
し
た
鉄
道
連
絡
船

神
戸
を
起
点
に
問
辻
し
た
山
陽
鉄
道
の
継
路
が
ド

関

⌒当
初
の
駅
名
は
ヽ
関
）
に
進
し
た
の
は
、　
一
九

〇

一

（明
治
二
十
四
）
年
五
月
で
あ
る
．

こ
れ
に
合
わ
せ
て
山
陽
鉄
道
は
、
…
菱
長
崎
進
船

所
で
姓
辻
し
た

「人
瀬
戸
九
」
と

「
ド
関
九
」
を
投

入
し
、
下
関
と
門
司

（現
在
の
円
司
港
）
を
結
ぶ
関

門
抗
路
を
開
設
し
た
。
門
司
は
九
州
飲
道
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
あ
り
、
関
門
航
路
を
介
し
て
、
九
州
鉄
道
と

連
絡
輸
送
を
行
な
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

山
陽
飲
道
と

い
え
ば
、
急
行
列
車
の
運
転
、
食
生

車
や
寝
冷
車
の
導
入
な
ど
、
列
車
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
と
旅
午
サ
ー
ビ
ス
の
向
■
に
つ
と
め
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。
瀬
戸
内
ル
の
定
期
船
と
い
う
強
力
な

ラ
イ
バ
ル
が
あ

っ
た
か
ら
だ

つ
た
。
関
門
、
宇
高
、

門
傘
と

い
っ
た
本
格
的
な
鉄
道
連
絡
抗
路
も
、
こ
の

山
陽
鉄
道
に
よ

っ
て
先
物
が
つ
け
ら
れ
た
。

問
門
航
路
は
山
陽
鉄
道
の
直
営
で
あ

っ
た
。
連
絡

の
使
を
は
か
る
た
め
ポ
ン
ツ
ー
ン

（浮
桟
橋
）
が
設

け
ら
れ
、　
一
日
八
往
後
の
述
航
が
始
ま

っ
た
。

こ
こ
に
掲
げ
た
十
写
真
は
、
門
司
の
ポ
ン
ツ
ー
ン

に
接
岸
す
る
山
陽
鉄
道
時
代
の

「大
瀬
戸
九
」
の
い

杉
で
、
小
林
義
秀
氏
が
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
．

怖
体
は
柿
油
な
山
盗
り
．

マ
ス
ト
に
―１１
陽
鉄
遊
の

社
放
が
揚
が

っ
て
い
る
．
人
が
群
が
り
荷
車
が
並
ぶ

ポ
ン
ツ
ー
ン
の
向
こ
う
に
は
、
上
海
航
路
の

「西
京

九
」
ク
ラ
ス
の
後
半
分
が
見
え
る
。

同
型

の
小

型
連
絡
船

ベ
ア

「人
瀬
戸
九
」
「
下
関
九
」
の
同
型

ペ
ア
は
百
人
■

九
総
ト
ン
、
速
力
人
ノ
ッ
ト
の
銅
製
小
汽
船
で
、　
一

年
二
十
九
名
、
一
年
四
卜
人
名
、
■
等

一百
ｉ
十
人

名
、
計
一
市
ｉ
十
■
名
の
旅
行
を
来
せ
た
一
凶
円
航

路
で
は
旅
各
と
貨
物
の
輸
送
を
分
離
し
、
貨
物
は
前

号
で
紹
介
し
た
宮
本
組
の
貨
車

ハ
シ
ケ
で
運
ん
だ
の

で
、
一
．怖
は
各
キ
ｉ
体
の
純
作
船
と
な

っ
た
■
た
だ

し
、
手
小
荷
物
と
郵
使
物
は
林
杖
し
た
．

客
室

エ
リ
ア
は
当
初
は
上
甲
板
だ
け
で
、
中
央
部

に
機
関
室
が
あ
り
、
そ
の
前
後
に
客
〓
が
続

い
て
い

た
。
小
林
氏
所
成
の
ケ
共
に
よ
る
と
、
の
ち
の
鉄
道

院
時
代
に
は
、
上
Ｗ
板
前
部
が
オ
ー
プ
ン
構
造
に
変

わ
り
、
手
押
車
の
格
納
ス
ペ
ー
ス
に
な

っ
た
ほ
か
、

船
橋
甲
板
に
各
生
が
増
設
さ
れ
て
い
る
。

開
米
し
て
■
年
後
の

一
九
０
六

（明
治
ｉ
十
九
）

年
、
山
陽
鉄
道
は
国
の
買
収
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

関
門
航
路
と
二
船
は
飲
道
院
に
引
き
祉
が
れ
た
。
連

航
阿
放
は
次
第
に
町
加
し
、
人
に
初
期
に
は

ク船
で

十
七
行
後
に
ア
ッ
プ
し
た

輸
送
増
に
対
応
し
て
、
新
造
船

「
門
司
九
」
が
投

入
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
　

九
ｉ
Ｏ

（大
正
九
）
年
に

第
一
―１１
代
の
関
円
辿
桁
１１、

「け

―――
九
」
「長
水
九
」

が
デ
ビ

ュ
ー
し
た
時
点

で
、
「大
瀬
戸
九
」
と

「
ド

関
九
」
は
常
島
航
路
に
転
じ
た
。
山
陽
本
線
の
宮
島

と
、関
連
の
史
書
は
述
べ
て
い
る
一

山
田
　
迪
生
　
閉


